
保存食

備蓄飲料水

保存の様子

災害対応飲料自販機

ディスプレーに記された
「災害救援自販機」が目印

簡易ブランケット

簡易トイレ

　2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災を踏まえ、事
業継続計画を構築するとともに構造物の耐震補強工事に取り
組んでいます。
　当社では原則、震度 4以上の地震が発生した場合には、
全列車を一旦停止させた上で、徐行運転や施設等の点検など
により安全を確認します。確実に安全を確保した上で、早期
の運転再開ができるよう努めていきます。
　また、大震災の影響を踏まえ、事業の継続力の向上により
お客さまの安全確保と災害に強い東急線を目指します。

● 事業継続計画（BCP）の継続的改善
　大規模地震や災害発生時にお客さまの安全を確保すること
を優先とし、適切な避難誘導や正確かつ迅速な情報提供、早
期の運転再開に資するように事業継続計画を構築していま
す。今後も減災対策の推進や災害を想定した訓練の実施によ
り事業の継続力を高めていきます。

● 代替通信手段の設置
　大規模災害発生時に通常の通信手段が使用不能となった場
合の通信手段として「管内間電話」「JR電話」「衛星電話」「衛
星無線」および「警視庁緊急時直通電話」を導入しています。
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● 帰宅が困難なお客さまへの対応
　大規模地震などの災害が発生した際、帰宅が困難になった
お客さまへの対応として、保存食、簡易ブランケット、簡易
トイレを全ての駅に備えており、飲料水については、備蓄品
のほかに災害対応飲料自販機を設置しています。
　また、一時滞在施設へ移動されるまでの一時的な待機場所
として、点検が終了した駅構内をお客さまに提供できるよう
行政機関との連携を図っていきます。場所の確保が困難な駅
では、可能な限りトイレの貸し出しや具合の悪いお客さまへ
の対応を行います。
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